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付表 7. 陸奥湾湾口周辺海域におけるイカナゴの資源特性値に基づく資源解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S

初期生残率 加入資源 0歳漁獲量 1尾平均体重 0歳漁獲尾数 0歳残尾数

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計（Ａ） 加入／産卵数 （億尾） （kg） （g） （億尾） （億尾）

1960 0 0 0 0 0 0 204.01 6,257,841 0.374 167.29 0.82 36.72

1961 15.06 0 0 0 0 0 0 67.71 2,077,042 0.374 55.52 0.82 12.19

1962 5.00 6.17 0 69,248 0 0 0 69,248 232.72 7,138,473 0.374 190.83 0.82 41.89

1963 17.17 2.05 2.53 0 22,984 49,636 0 0 72,620 124.31 3,813,239 0.374 101.94 0.82 22.38

1964 9.17 7.04 0.84 1.04 0 78,993 16,475 27,816 0 123,284 0.00086 105.64 3,240,433 0.374 86.63 0.82 19.02

1965 7.80 3.76 2.89 0.34 0.43 7.42 0 42,196 56,621 9,233 13,955 122,006 0.00152 185.83 5,700,068 0.374 152.38 0.82 33.45

1966 13.71 3.20 1.54 1.18 0.14 6.06 0 35,858 30,246 31,731 4,632 102,467 0.00093 95.54 2,930,554 0.374 78.34 0.82 17.20

1967 7.05 5.62 1.31 0.63 0.49 8.05 0 63,076 25,703 16,950 15,919 121,648 0.00081 98.84 3,031,938 0.374 81.05 0.82 17.79

1968 7.29 2.89 2.31 0.54 0.26 5.99 0 32,429 45,212 14,404 8,504 100,548 0.00085 85.22 2,614,013 0.374 69.88 0.82 15.34

1969 6.29 2.99 1.19 0.95 0.22 5.34 0 33,551 23,245 25,337 7,226 89,359 0.00104 93.02 2,853,208 0.374 76.27 0.82 16.74

1970 6.86 2.58 1.23 0.49 0.39 4.68 0 28,926 24,049 13,026 12,712 78,713 0.00114 90.12 3,034,157 0.374 81.11 0.90 9.01

1971 3.70 2.81 1.06 0.50 0.20 4.57 0 31,573 20,734 13,477 6,535 72,319 0.00330 238.43 8,027,069 0.374 214.58 0.90 23.84

1972 9.78 1.51 1.15 0.43 0.21 3.31 0 16,995 22,631 11,619 6,761 58,007 0.00245 142.32 4,791,539 0.374 128.09 0.90 14.23

1973 5.84 4.01 0.62 0.47 0.18 5.28 0 44,961 12,182 12,683 5,829 75,655 0.00461 348.85 11,744,806 0.374 313.97 0.90 34.89

1974 14.30 2.39 1.64 0.25 0.19 4.48 0 26,838 32,228 6,827 6,363 72,256 0.00236 170.46 5,738,716 0.374 153.41 0.90 17.05

1975 6.99 5.86 0.98 0.67 0.10 7.62 0 65,785 19,237 18,061 3,425 106,508 0.00165 175.92 5,922,538 0.374 158.32 0.90 17.59

1976 7.21 2.87 2.40 0.40 0.28 5.95 0 32,144 47,154 10,781 9,061 99,139 0.00275 272.69 9,180,655 0.374 245.42 0.90 27.27

1977 11.18 2.96 1.17 0.99 0.16 5.28 0 33,173 23,040 26,425 5,409 88,047 0.00261 229.63 7,730,830 0.374 206.66 0.90 22.96

1978 9.41 4.58 1.21 0.48 0.40 6.68 0 51,423 23,778 12,912 13,258 101,370 0.00073 74.28 2,500,758 0.374 66.85 0.90 7.43

1979 3.05 3.86 1.88 0.50 0.20 6.43 0 43,302 36,859 13,325 6,478 99,964 0.00036 35.90 1,208,676 0.374 32.31 0.90 3.59

1980 1.47 1.25 1.58 0.77 0.20 3.81 0 14,007 31,038 20,656 6,685 72,387 0.00006 4.21 78,807 0.374 2.11 0.50 2.11

1981 0.86 0.60 0.51 0.65 0.32 2.08 0 6,770 10,040 17,394 10,363 44,567 0.00004 1.72 32,174 0.374 0.86 0.50 0.86

1982 0.35 0.35 0.25 0.21 0.27 1.08 0 3,973 4,853 5,627 8,727 23,179 0.00000 0.02 407 0.374 0.01 0.50 0.01

1983 0.00 0.14 0.15 0.10 0.09 0.48 0 1,622 2,848 2,719 2,823 10,012 0.00104 10.40 194,536 0.374 5.20 0.50 5.20

1984 2.13 0.00 0.06 0.06 0.04 0.16 0 21 1,163 1,596 1,364 4,143 0.00007 0.27 5,097 0.374 0.14 0.50 0.14

1985 0.06 0.87 0.00 0.02 0.02 0.92 0 9,807 15 652 801 11,274 0.00079 8.91 166,606 0.374 4.45 0.50 4.45

1986 1.83 0.02 0.36 0.00 0.01 0.39 0 257 7,029 8 327 7,621 0.00204 15.54 290,585 0.374 7.77 0.50 7.77

1987 3.18 0.75 0.01 0.15 0.00 0.91 0 8,399 184 3,939 4 12,526 0.00138 17.28 323,291 0.374 8.64 0.50 8.64

1988 3.54 1.31 0.31 0.00 0.06 1.68 0 14,649 6,020 103 1,976 22,748 0.00066 15.07 281,954 0.374 7.54 0.50 7.54

1989 3.09 1.45 0.54 0.13 0.00 2.12 0 16,297 10,500 3,374 52 30,223 0.00050 15.14 283,143 0.374 7.57 0.50 7.57

1990 3.10 1.27 0.60 0.22 0.05 2.13 0 14,214 11,682 5,884 1,693 33,472 0.00081 27.14 507,611 0.374 13.57 0.50 13.57

1991 5.56 1.27 0.52 0.24 0.09 2.13 0 14,273 10,188 6,547 2,952 33,960 0.00046 15.57 291,193 0.374 7.78 0.50 7.78

1992 3.19 2.28 0.52 0.21 0.10 3.12 0 25,589 10,231 5,709 3,284 44,814 0.00045 20.12 376,345 0.374 10.06 0.50 10.06

1993 4.12 1.31 0.94 0.21 0.09 2.54 0 14,679 18,342 5,734 2,864 41,619 0.00077 31.85 595,634 0.374 15.92 0.50 15.92

1994 6.53 1.69 0.54 0.38 0.09 2.70 0 18,972 10,522 10,279 2,877 42,649 0.00086 36.67 685,808 0.374 18.33 0.50 18.33

1995 7.52 2.68 0.69 0.22 0.16 3.75 0 30,026 13,599 5,897 5,157 54,679 0.00148 80.95 2,482,943 0.374 66.38 0.82 14.57

1996 5.97 3.08 1.10 0.28 0.09 4.55 0 34,572 21,523 7,621 2,958 66,674 0.00150 99.87 2,651,878 0.324 81.90 0.82 17.98

1997 7.37 2.45 1.26 0.45 0.12 4.28 0 27,476 24,781 12,061 3,823 68,141 0.00227 154.76 3,822,993 0.301 126.90 0.82 27.86

1998 11.42 3.02 1.00 0.52 0.18 4.73 0 33,901 19,694 13,887 6,051 73,533 0.00064 47.21 1,263,228 0.326 38.71 0.82 8.50

1999 3.48 4.68 1.24 0.41 0.21 6.55 0 52,531 24,300 11,037 6,967 94,835 0.00059 55.67 1,824,580 0.400 45.65 0.82 10.02

2000 4.11 1.43 1.92 0.51 0.17 4.03 0 16,025 37,654 13,618 5,537 72,833 0.00062 44.86 2,379,936 0.647 36.78 0.82 8.07

2001 3.31 1.68 0.59 0.79 0.21 3.27 0 18,897 11,486 21,101 6,832 58,317 0.00143 83.27 2,550,365 0.374 68.28 0.82 14.99

2002 6.15 1.36 0.69 0.24 0.32 2.61 0 15,226 13,545 6,437 10,587 45,795 0.00069 31.54 925,953 0.358 25.87 0.82 5.68

2003 2.33 2.52 0.56 0.28 0.10 3.46 0 28,264 10,914 7,591 3,229 49,998 0.00037 18.36 600,993 0.399 15.06 0.82 3.31

2004 1.36 0.95 1.03 0.23 0.12 2.33 0 10,707 20,259 6,116 3,808 40,891 0.00044 18.17 232,318 0.156 14.90 0.82 3.27

2005 1.34 0.56 0.39 0.42 0.09 1.46 0 6,233 7,675 11,353 3,069 28,329 0.00128 36.24 939,457 0.316 29.71 0.82 6.52

2006 2.67 0.55 0.23 0.16 0.17 1.11 0 6,167 4,468 4,301 5,696 20,631 0.00026 5.28 222,672 0.514 4.33 0.82 0.95

2007 0.39 1.10 0.23 0.09 0.07 1.48 0 12,299 4,420 2,504 2,158 21,381 0.00010 2.11 64,630 0.374 1.73 0.82 0.38

2008 0.16 0.16 0.45 0.09 0.04 0.74 0 1,793 8,816 2,477 1,256 14,343 0.00028 4.06 124,625 0.374 3.33 0.82 0.73

2009 0.30 0.06 0.07 0.18 0.04 0.35 0 715 1,285 4,941 1,243 8,184 0.00015 1.25 38,348 0.374 1.03 0.82 0.23

2010 0.09 0.12 0.03 0.03 0.08 0.25 0 1,379 513 720 2,479 5,091 0.00019 0.96 29,584 0.374 0.79 0.82 0.17

2011 0.07 0.04 0.05 0.01 0.01 0.11 0 424 989 287 361 2,062 0.00026 0.55 16,752 0.374 0.45 0.82 0.10

2012 0.04 0.03 0.02 0.02 0.00 0.07 0 327 304 554 144 1,330 0.00003 0.04 1,096 0.374 0.03 0.82 0.01

2013 0.00 0.02 0.01 0.01 0.01 0.04 0 185 235 170 278 868 0.00030 0.26 0 0.374 0 0 0.26

※A=前年S*0.41（生残率）、B=前年A*0.41（生残率）、C=前年B*0.41（生残率）、D=前年C*0.41（生残率）、E=前年D*0.41（生残率）、F=B+C+D+E、

 　G=A*0（抱卵数）、H=B*22,436（抱卵数）、I=C*39,224（抱卵数）、J=D*53,613（抱卵数）、K=E*65,604（抱卵数）、L=G+H+I+J+K、

 　M=N/L、N=Q/R、Oは漁獲統計値、Pは1996～2006年が測定値でその他の年はその平均値、Q=O/P、Rは2003～2004年が推定値でその他の年は仮定値、S=N-Q

※2013年は幼魚（コウナゴ）を対象とした光力利用敷網漁業が漁業者の自主規制により禁漁となったことから0歳魚漁獲量（O）、0歳魚漁獲尾数（Q）、漁獲率（R）は0とした。

　青鵬丸による稚仔分布調査の2～4月平均分布密度と加入資源（N）の関係式により加入資源（N）を求めた。

親魚数
（2歳以上）

漁獲率
資源尾数（億尾） 産卵数（億粒）

年

資源管理基礎調査 

（マダラ） 

 

三浦太智 

 

目 的 

 青森県資源管理指針に基づく資源管理措置を検証するため、青森県資源管理基礎調査業務において、陸

奥湾のマダラ資源に関するデータを整備する。 

 

材料と方法 

1. 漁獲統計調査 

陸奥湾（外ヶ浜漁協から佐井村漁協）で漁獲されるマダラの漁獲量について、次のとおり暦年ごとに整

理した。1901 年～1944 年及び 1949 年～1958 年は青森県海面漁業に関する調査結果書の前身に相当する青

森縣統計書を、1945 年～1948 年は川村ら 1）の漁獲資料、1959 年以降は青森県海面漁業に関する調査結果

書を用いた。1936 年～1940 年及び 1954 年～1958 年はデータ欠測期間である。なお、1901 年～1953 年の

青森市の漁獲量には陸奥湾以外の底びき網漁業等による漁獲物が含まれるため除外して集計した。 

1981 年以降は月別に漁獲量を把握できたため、前年 11 月から当年 10 月までの期間を当年の漁期とし、

当年漁期の漁獲量を求めた。漁期年の表記は、例えば 2010 年 11 月から 2011 年 10 月の漁期であれば 2011

年漁期といったように 1 月を含む年で表した。 

2. 魚体測定調査 

脇野沢村漁協に委託して、漁期中に延べ 20 日間程度、1 隻または複数隻の漁船により漁獲されたマダラ

の性別、個体数及び全長を測定するとともに、この結果から陸奥湾全体のサイズ別漁獲個体数を推定した。

また、脇野沢村漁協の水揚げ伝票から漁獲個体数と漁獲量を集計し、1 尾あたりの平均体重から陸奥湾全

体の漁獲個体数を算出した。 

2010 年漁期～2014 年漁期に脇野沢村漁協で漁獲された計 468 個体のマダラについて、桜井ら 2）の方法

に従って耳石から年齢を査定後、年齢起算日を 11 月 1 日として漁期年別 Age-length Key を作成し漁期年

別、年齢別に漁獲個体数を推定した。なお、2005 年漁期～2009 年漁期については、2010 年漁期～2012 年

漁期の年齢査定結果の合算値で Age-length Key を補完した。作成した Age-length Key を全長別漁獲尾数

に当てはめて年齢別漁獲個体数を推定した。 

3.漁場水温及び産卵期水温調査 

水深約 65m にある脇野沢村漁協の底建網 2 ヶ統のアンカーに自記式水温計を取付け、そのうち 1 ヶ統に

ついては 2013 年 12 月 18 日～2014 年 2 月 11 日（水温計①）、他の 1 ヶ統については 2012 年 12 月 18 日～

2014 年 2 月 26 日（水温計②）の期間、漁場底層の水温を 1 分間ごとに測定した。また、産卵期の水温デ

ータとして青森県海況気象情報総合提供システム（http://www.aomori-itc.or.jp/uminavi/）に示された

平舘ブイ及び東湾ブイの底層水温から、10℃以下の期間とその水温について求めた。 

4. 標識放流調査 

陸奥湾に産卵回遊してきたマダラの移動や成長を把握するために、2014 年 2 月 27 日～3 月 12 日に佐井

村漁協牛滝支所及び脇野沢村漁協において産卵後親魚への標識装着、放流を行った。佐井村漁協牛滝支所

では 88 個体に対し、漁獲後直ちに船上で全長を測定し、個体識別番号を刻印したディスクタグをビニー

ルチューブでマダラの第一背鰭基部に装着してその場で放流した。脇野沢村漁協では 77 個体に対し、雌

雄別に全長と体重を測定し個体識別番号を刻印したディスクタグをビニールチューブでマダラの第一背
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鰭基部に装着し、水槽で 2 週間蓄養し遊泳状況を確認後、むつ市脇野沢沖合で放流した（表 1）。 

再捕結果のとりまとめは、関係道県の水産関連機関から寄せられた再捕報告をもとに、再捕時期及び再

捕海域別に行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果と考察 

1. 漁獲統計調査 

陸奥湾におけるマダラの年別漁獲量を図 1 及び付表 1 に、1981 年以降の漁期年別漁獲量を図 2 に、月別

漁獲量を付表 2 に示した。陸奥湾におけるマダラの年間漁獲量は、1930 年代に約 10,000 トン、1980～1990

年代前半には約 2,000 トンをピークとする漁獲が見られ、1990 年代中頃からは低迷した（図 1）。漁期年

別の漁獲量は、1992 年漁期から減少し、2000 年漁期～2008 年漁期は 100 トン未満と低迷したが、2009 年

漁期以降はやや上向き、2014 年漁期は 136 トンとなった（図 2）。 

 
 
 

 

 

 

 

2. 魚体測定調査 

脇野沢村漁協における全長別漁獲個体数を付表 3 に、作成した Age-length Key を付表 4 に、推定した

漁期年別年齢別漁獲個体数を図 3 に、また、発生年別の漁獲個体数を図 4 に示した。 

漁獲物の年齢組成はいずれの漁期も全長 60 ㎝台～70 ㎝台が主体となり（図 3）、漁獲年齢は 4～7 歳魚

が漁獲個体数全体の 9 割以上を占めた（図 4）。発生年別の漁獲個体数は、2004 年が最も多く、その他の

年も 2003 年以降は安定して漁獲されていた(図 4)。また、2009 年、2010 年、2011 年の稚魚豊度は、1990

年以降で上位 3 ヵ年を占めており 6)、この 3 ヶ年に発生した稚魚はそれぞれ、6 歳魚、5 歳魚、4 歳魚とし

て 2015 年漁期の主たる漁獲対象となることから、漁獲量の増加が期待された。 

 

 

 

 

図 1. 陸奥湾のマダラ漁獲量（年集計）. 図 2. 陸奥湾のマダラ漁獲量（漁期年集計）. 
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表 1. マダラ標識放流結果 

ディスク ロガー 2重標識

2008 脇野沢 2/6～3/14 450～810 1.95～5.00 33 33

佐井 600～900 ― 7 7

脇野沢 570～850 1.85～5.30 80 4 84

佐井 400～720 ― 40 40

脇野沢 610～810 2.10～4.70 37 12 49

佐井 400～780 ― 50 50

脇野沢 520～850 1.00～1.80 13 25 38

佐井 450～750 ― 70 70

脇野沢 460～890 0.95～6.80 36 9 45

佐井 350～670 ― 100 100

脇野沢 430～900 0.95～6.65 30 27 57

佐井 400～750 ― 88 88

脇野沢 570～870 1.40～5.80 77 77

計 661 25 52 738

2014 2/27～3/12

放流海域放流年

2009

2013

2012

2011

2010

2/15～4/3

1/30～3/17

2/9～3/22

2/8～3/9

1/29～3/23

放流個体数
計

放流時体重
(kg)

放流時全長
(㎜)

放流時期
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鰭基部に装着し、水槽で 2 週間蓄養し遊泳状況を確認後、むつ市脇野沢沖合で放流した（表 1）。 

再捕結果のとりまとめは、関係道県の水産関連機関から寄せられた再捕報告をもとに、再捕時期及び再

捕海域別に行った。  
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年代前半には約 2,000 トンをピークとする漁獲が見られ、1990 年代中頃からは低迷した（図 1）。漁期年

別の漁獲量は、1992 年漁期から減少し、2000 年漁期～2008 年漁期は 100 トン未満と低迷したが、2009 年

漁期以降はやや上向き、2014 年漁期は 136 トンとなった（図 2）。 
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年も 2003 年以降は安定して漁獲されていた(図 4)。また、2009 年、2010 年、2011 年の稚魚豊度は、1990

年以降で上位 3 ヵ年を占めており 6)、この 3 ヶ年に発生した稚魚はそれぞれ、6 歳魚、5 歳魚、4 歳魚とし

て 2015 年漁期の主たる漁獲対象となることから、漁獲量の増加が期待された。 

 

 

 

 

図 1. 陸奥湾のマダラ漁獲量（年集計）. 図 2. 陸奥湾のマダラ漁獲量（漁期年集計）. 
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表 1. マダラ標識放流結果 

ディスク ロガー 2重標識
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3. 漁場水温及び産卵期水温調査 

漁場底層水温の推移及び脇野沢村漁協におけ

る日別漁獲量を図 5 に示した。底層水温は、1 日

あたり 5 トン以上のまとまった漁獲の見られた

12 月 26 日及び 1 月 5 日～7 日には 9.0℃～11.4℃

の範囲にあった(図 5)。1 月から漁期終盤までの

漁場水温は概ね 5℃～9℃台で推移した(図 5)。 

平舘ブイ、東湾ブイの底層水温データの 10℃以

下部分を見ると、冬季の最低水温は、2004 年～

2006 年に 7℃以下、2008 年～2014 年には 8℃以下

と共に低く推移した（図 6）。 

陸奥湾において冬季、すなわち産卵期及び稚仔

魚期の環境水温と 4、5 年後のマダラ漁獲量との

間に負の相関関係があること 3）、また、マダラ卵

稚仔魚の生息適水温の上限は 8℃ 4)であることか
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図 5. 漁場底層水温と日別漁獲量の推移. 
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図 3. 陸奥湾におけるマダラ年齢別漁獲個体数. 
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ら、2004 年～2006 年級群は冬季底層水温が生息適水温の範囲内でも低めに推移し、卵、稚仔魚の生残に

適した環境であったため、漁獲加入した 2009 年漁期以降に漁獲量が増加したと考えられた（図 6）。一方、

2008 年～2014 年の底層水温も低く推移したが、北海道大学の調査によると 2012 年級群、2013 年級群の稚

魚豊度は低く 5)、今後、これらの年級群が大量に漁獲加入することが期待できない。今後も年級群ごとの

漁獲加入の動向をモニタリングし、産卵期の水温とその後の稚魚豊度との関係を明らかにするとともに、

親魚量と稚魚豊度との関係について検討する必要がある。 

4. 標識放流調査 

2014 年 12 月 31 日現在までの再捕結果を、放流年の 10 月まで（放流～翌漁期前まで）及び 11 月以降（翌

漁期以降）に分けて再捕海域別に表 2 に示した。 

2008 年～2014 年に佐井村牛滝沖及びむつ市脇野沢沖から 738 個体が標識放流され、そのうち 22 個体が

放流翌漁期以降に再捕された。このうち陸奥湾内～湾口で再捕されたのは 20 個体、北海道日本海側で 1

個体、北海道太平洋側で 1 個体であった（表 2）。 

1979 年～2001 年に行われた標識放流調査では、合計 2,002 尾が標識放流され、陸奥湾外での再捕個体

109 個体のうち、北海道太平洋側が 79 個体、北海道日本海側が 18 個体と全体の 72％が北海道太平洋側を

回遊していた 6)。2008 年～2014 年では、北海道太平洋側が 8 個体、北海道日本海側が 6 個体の再捕と、両

海域で再捕された標識魚の個体数に顕著な差異が見られなかったことから、2001 年以前と 2008 年以降に

おいて陸奥湾で産卵したマダラの回遊経路が変化した可能性がある。今後も調査を継続するとともに海洋

環境との関係を明らかにしていく必要がある。 
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2008 脇野沢 1 1 2
2009 佐井 1
2009 脇野沢 11 1 7 1
2010 佐井 11
2010 脇野沢 4 1 2 3 1
2011 佐井 16 1 2
2011 脇野沢 4 2 3 1 2
2012 佐井 11
2012 脇野沢 3 1 1
2013 佐井 10 2 2
2013 脇野沢 4 2 1

2014 佐井 8 2 1

2014 脇野沢 1 1 1 1

翌漁期以降の再捕放流～翌漁期前までの再捕

表 2. 2008 年～2014 年の再捕海域別標識魚再捕尾数 
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付表 2. 陸奥湾におけるマダラ月別漁獲量                    単位：トン                          

 

付表 1. 陸奥湾におけるマダラ年別漁獲量           単位：トン                         

 

年(西暦) 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
1981 247 43 5 0 0 0 0 0 0 0 0 168 463
1982 203 58 13 0 0 0 0 0 0 0 0 48 322
1983 195 18 3 0 0 0 0 0 0 0 0 216 432
1984 414 40 3 0 0 0 0 0 0 0 0 431 888
1985 347 66 5 0 0 0 0 0 0 0 0 352 771
1986 925 36 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1,016 1,979
1987 348 38 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1,302 1,692
1988 304 46 5 0 0 0 0 0 0 0 0 847 1,203
1989 468 58 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1,178 1,709
1990 716 68 8 0 0 0 0 0 0 0 0 937 1,730
1991 703 62 8 1 0 0 0 0 0 0 0 617 1,391
1992 363 20 3 0 0 0 0 0 0 0 0 294 680
1993 81 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 248 336
1994 139 7 2 0 0 0 0 0 0 0 0 72 220
1995 111 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 115 239
1996 60 21 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9 91
1997 19 31 3 0 0 0 0 0 0 0 0 20 74
1998 76 38 3 0 0 0 0 0 0 0 0 39 156
1999 109 54 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7 173
2000 19 43 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 66
2001 23 42 4 0 0 0 0 0 0 0 0 6 75
2002 22 17 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 44
2003 20 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 35
2004 21 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 39
2005 33 34 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 70
2006 10 10 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 25
2007 12 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 28
2008 17 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 20 44
2009 134 24 3 0 0 0 0 0 0 0 0 25 186
2010 122 69 10 0 0 0 0 0 0 0 0 11 213
2011 42 28 8 1 0 0 0 0 0 0 0 114 192
2012 109 18 5 1 0 0 0 0 0 0 0 62 196
2013 53 14 7 0 0 0 0 0 0 0 0 30 105

年(西暦) 漁獲量 年(西暦) 漁獲量 年(西暦) 漁獲量 年(西暦) 漁獲量 年(西暦) 漁獲量
1901 1,393 1926 1951 - 1976 389 2001 75
1902 908 1927 5,512 1952 - 1977 442 2002 44
1903 543 1928 9,540 1953 - 1978 363 2003 35
1904 1,896 1929 4,601 1954 - 1979 319 2004 39
1905 930 1930 3,399 1955 - 1980 368 2005 70
1906 846 1931 4,019 1956 - 1981 463 2006 25
1907 936 1932 7,741 1957 - 1982 322 2007 28
1908 606 1933 9,551 1958 - 1983 432 2008 44
1909 468 1934 10,601 1959 736 1984 888 2009 186
1910 905 1935 3,699 1960 302 1985 771 2010 213
1911 1,138 1936 - 1961 111 1986 1,979 2011 192
1912 1,673 1937 - 1962 170 1987 1,692 2012 196
1913 641 1938 - 1963 370 1988 1,203 2013 105
1914 613 1939 - 1964 305 1989 1,709
1915 1,387 1940 - 1965 190 1990 1,730
1916 1,133 1941 - 1966 252 1991 1,391
1917 - 1942 - 1967 221 1992 680
1918 - 1943 - 1968 232 1993 336
1919 - 1944 - 1969 408 1994 220
1920 - 1945 5,250 1970 208 1995 239
1921 6,953 1946 3,375 1971 136 1996 91
1922 4,193 1947 1,688 1972 212 1997 74
1923 1,928 1948 2,250 1973 290 1998 156
1924 1,843 1949 - 1974 326 1999 173
1925 3,267 1950 449 1975 235 2000 66
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付表 4. マダラ陸奥湾産卵群の Age-length Key 

※2010 年漁期－2012 年漁期の合算 Age-length 

Key は、2009 年漁期以前及び 2014 年漁期の年

齢別漁獲尾数推定に使用。また、網掛け部分は、

2010 年漁期－2012 年漁期の合算 Age-length 

Key で補完した値。 

付表 3. 脇野沢村漁協における漁期年別の全長別漁獲個体数    単位：個体 

 全長階級(㎜） 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

500≦～＜550 38 44 20 75 283 33 16 102 101 73

550≦～＜600 867 195 99 533 1,964 327 334 305 599 1,055

600≦～＜650 2,587 855 306 2,581 8,387 3,090 2,316 2,016 2,489 3,283

650≦～＜700 4,117 1,225 547 2,516 6,781 7,800 4,090 4,255 3,162 4,544

700≦～＜750 3,951 1,219 1,414 876 10,030 13,147 3,287 16,533 3,448 10,641

750≦～＜800 2,677 1,118 1,828 629 10,427 13,228 4,297 22,906 6,324 7,080

800≦～＜850 1,160 641 489 403 3,551 7,129 2,555 4,887 6,222 1,436

850≦～＜900 306 320 167 186 699 1,717 947 1,303 2,148 879

900≦～＜950 51 138 88 75 151 376 302 366 737 425

950≦～＜1000 38 6 24 20 38 16 24 143 313 73

1000≦～＜1050 0 6 3 5 19 16 0 20 92 0

1050≦～＜1100 0 0 0 0 0 16 0 0 18 0

計 15,792 5,768 4,985 7,900 42,330 46,896 18,168 52,836 25,654 29,491

測定尾数 1,239 918 1,467 1,570 2,241 2,868 2,283 2,595 2,783 2,783

2010年漁期－2012年漁期の合算Age-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 2

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 3

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 11

550≦～＜600 0.04 0.36 0.36 0.16 0.08 25

600≦～＜650 0.02 0.17 0.44 0.35 0.02 52

650≦～＜700 0.20 0.30 0.39 0.09 0.02 64

700≦～＜750 0.12 0.35 0.40 0.11 0.02 65

750≦～＜800 0.01 0.08 0.26 0.43 0.18 0.04 91

800≦～＜850 0.10 0.40 0.44 0.04 0.02 48

850≦～＜900 0.07 0.37 0.30 0.22 0.04 27

900≦～＜950 0.13 0.63 0.25 8

950≦～ 1.00 1

2010年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 0

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 0

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 0

550≦～＜600 1.00 1

600≦～＜650 0.38 0.63 8

650≦～＜700 0.40 0.50 0.10 10

700≦～＜750 0.17 0.67 0.17 18

750≦～＜800 0.12 0.52 0.36 25

800≦～＜850 0.09 0.55 0.36 11

850≦～＜900 0.25 0.25 0.50 4

900≦～＜950 0.13 0.63 0.25 0

950≦～ 1.00 0

2011年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 0

450≦～＜500 1.00 1

500≦～＜550 1.00 4

550≦～＜600 0.17 0.83 6

600≦～＜650 0.07 0.79 0.14 14

650≦～＜700 0.30 0.45 0.25 20

700≦～＜750 0.43 0.43 0.14 7

750≦～＜800 0.22 0.56 0.22 9

800≦～＜850 0.43 0.43 0.14 7

850≦～＜900 0.25 0.75 4

900≦～＜950 0.25 0.75 4

950≦～ 1.00 0

2012年漁期のAge-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 0.50 0.50 2

450≦～＜500 0.50 0.50 2

500≦～＜550 0.14 0.43 0.43 7

550≦～＜600 0.06 0.44 0.22 0.17 0.11 18

600≦～＜650 0.03 0.27 0.30 0.37 0.03 30

650≦～＜700 0.21 0.18 0.44 0.15 0.03 34

700≦～＜750 0.20 0.43 0.28 0.08 0.03 40

750≦～＜800 0.02 0.12 0.33 0.37 0.09 0.07 57

800≦～＜850 0.13 0.33 0.47 0.03 0.03 30

850≦～＜900 0.05 0.42 0.16 0.32 0.05 19

900≦～＜950 0.50 0.50 4

950≦～ 1.00 1

2013年漁期Age-length Key

全長mm 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
査定
尾数

～＜450 1.00 1

450≦～＜500 0.33 0.33 0.33 0

500≦～＜550 0.09 0.64 0.27 0

550≦～＜600 0.43 0.43 0.14 7

600≦～＜650 0.14 0.50 0.29 0.07 14

650≦～＜700 0.67 0.22 0.11 9

700≦～＜750 0.17 0.50 0.33 6

750≦～＜800 0.42 0.42 0.08 0.08 12

800≦～＜850 0.09 0.45 0.36 0.09 11

850≦～＜900 0.11 0.22 0.11 0.22 0.22 0.11 9

900≦～＜950 1.00 1

950≦～ 1.00 1


